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拝啓 時下、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 平素は格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、この度、下記のとおり使用上の注意を改訂致しますので、今後のご使用に際しましては、下記

の内容をご参照下さいますようお願い申し上げます。 

敬具 

 

記 

 
＜改訂内容＞    ：自主改訂による改訂箇所、    ：自主改訂による削除箇所 

改 訂 後 改 訂 前 

3.相互作用 

(2)併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

略 略 略 

ダクラタスビ

ル 

アスナプレビ

ル 

ダクラタスビ

ル・アスナプ

レビル・ベク

ラブビル 

ロスバスタチンとダ

クラタスビル、アス

ナプレビル、または

ダクラタスビル・ア

スナプレビル・ベク

ラブビル注）を併用し

たとき、ロスバスタ

チンの血中濃度が上

昇したとの報告があ

る。 

ダクラタスビ

ル、ベクラブビ

ルが

OATP1B1、1B3

及び BCRP の機

能を阻害する可

能性がある。ま

た、アスナプレ

ビルが

OATP1B1、1B3

の機能を阻害す

る可能性があ

る。 

グラゾプレビ

ル/エルバスビ

ル 

ロスバスタチンとグ

ラゾプレビル注）およ

びエルバスビルを併

用したとき、ロスバ

スタチンの AUC が約

2.3 倍、Cmax が約

5.5 倍上昇したとの報

告がある。 

左記薬剤が

BCRP の機能を

阻害する可能性

がある。 

3.相互作用 

(2)併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

略 略 略 

シメプレビル ロスバスタチンとシ

メプレビルを併用し

たとき、ロスバスタ

チンの血中濃度が上

昇したとの報告があ

る。 

シメプレビルが

OATP1B1 の機能

を阻害する可能

性がある。 

ダクラタスビ

ル 

アスナプレビ

ル 

ダクラタスビ

ル・アスナプ

レビル・ベク

ラブビル 

ロスバスタチンとダ

クラタスビル、アス

ナプレビル、または

ダクラタスビル・ア

スナプレビル・ベク

ラブビル注）を併用

したとき、ロスバス

タチンの血中濃度が

上昇したとの報告が

ある。 

ダクラタスビ

ル、ベクラブビ

ルが OATP1B1、

1B3 及び BCRP

の機能を阻害す

る可能性があ

る。また、アス

ナプレビルが

OATP1B1、1B3

の機能を阻害す

る可能性があ

る。 



 
 

改 訂 後 改 訂 前 

 

ソホスブビ

ル・ベルパタ

スビル 

ロスバスタチンとベ

ルパタスビルを併用

したとき、ロスバス

タチンの AUC が約

2.7 倍、Cmax が約 2.6

倍上昇したとの報告

がある。 

ベルパタスビル

が OATP1B1、

1B3 及び BCRP

の機能を阻害す

る可能性があ

る。 

ダロルタミド ロスバスタチンとダ

ロルタミドを併用し

たとき、ロスバスタ

チンの AUC が 5.2 倍
1)、Cmax が 5.0 倍上

昇したとの報告があ

る。 

ダロルタミドが

OATP1B1、1B3

及び BCRP の機

能を阻害する可

能性がある。 

レゴラフェニ

ブ 

ロスバスタチンとレ

ゴラフェニブを併用

したとき、ロスバス

タチンの AUC が 3.8

倍、Cmax が 4.6 倍上

昇したとの報告があ

る。 

レゴラフェニブ

が BCRP の機能

を阻害する可能

性がある。 

エルトロンボ

パグ 
略 略 

 

レゴラフェニ

ブ 

ロスバスタチンとレ

ゴラフェニブを併用

したとき、ロスバス

タチンの AUC が

3.8 倍、Cmax が 4.6

倍上昇したとの報告

がある。 

ベルパタスビル

が OATP1B1、

1B3 及び BCRP

の機能を阻害す

る可能性があ

る。 

グラゾプレビ

ル/エルバスビ

ル 

ロスバスタチンとグ

ラゾプレビル注）お

よびエルバスビルを

併用したとき、ロス

バスタチンの AUC

が約 2.3 倍、Cmax

が約 5.5 倍上昇した

との報告がある。 

左記薬剤が

BCRP の機能を

阻害する可能性

がある。 

エルトロンボ

パグ 
略 略 
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【改訂理由】 

先発医薬品の CCDS(Company Core Data Sheet：企業中核データシート)変更のため。 
 

以上 

 

これらの情報は、2020 年 7 月に発行予定の DSU No.290 に掲載致します。 
なお、改訂後の添付文書につきましては、医薬品医療機器総合機構ホームページ（https://www.pmda.go.jp）およ

び弊社ホームページ（https://www.feldsenfpharma.co.jp）に掲載致しますので、併せてご参照下さい。 
 


